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通町・大町のにぎわい　小店や立売りの
様子、町と町との境に設置された町門な
どに注目！

荻津勝孝「秋田風俗絵巻」から
(秋田県立博物館蔵)
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慶
長
七
年(

一
六
〇
二)

、
常
陸(

現
茨
城
県)

か

ら
秋
田
へ
国
替
え
と
な
っ
た
佐
竹
義
宣
は
最
初
、

安
東
秋
田
氏
の
居
城
だ
っ
た
土
崎
の
湊
城
に
入
り

ま
す
。
し
か
し
そ
こ
が
手
狭
だ
っ
た
た
め
城
下
の

移
転
を
考
え
、
位
置
や
地
形
か
ら
久
保
田
の
地
を

選
び
、
神
明
山

し
ん
め
い
や
ま(

現
千
秋
公
園)

に
城
を
築
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

新
し
い
城
の
建
設
に
着
手
し
た
の
は
慶
長
八

年
。
翌
九
年
に
城
は
完
成
し
、
周
囲
で
は
城
下
の

町
割
り
が
始
ま
り
ま
す
。
神
明
山
の
周
り
に
広
が

る
川
尻
村
、
楢
山
村
、
保
戸
野
村
、
手
形
一
帯
が
、

い
わ
ば
城
下
都
市
計
画
の
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

町
割
り
は
慶
長
十
二
年(

一
六
〇
七)

ご
ろ
か
ら

本
格
的
に
始
ま
り
、
町
並
み
が
そ
ろ
っ
た
の
は
寛

永
年
間(

一
六
二
四
〜
四
三)

と
い
わ
れ
ま
す
。

旭
川
を
は
さ
ん
で
東
側
を
武
士
の
住
む
「
内
町

う
ち
ま
ち

」、

西
側
を
町
人
の
住
む
「
外と

町ま
ち

」
に
分
け
、
外
町
の

西
側
に
は
寺
町
を
配
し
て
防
備
の
役
目
も
持
た
せ

ま
し
た
。

外
町
に
は
土
崎
湊
か
ら
大
勢
の
人
た
ち
が
移
り

住
み
、
ま
ち
づ
く
り
を
担
い
ま
し
た
。
湊
の
富
裕

な
商
人
た
ち
が
移
転
し
、
い
ち
早
く
で
き
た
の
が

大
町
一
〜
三
丁
目
。
そ
れ
か
ら
四
〜
五
年
遅
れ
て

茶
町
も
で
き
、
大
町
・
茶
町
は
城
に
近
い
商
業
の

中
心
地
と
し
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

外
町
に
は
、
米
や
魚
な
ど
特
定
商
品
の
独
占
販

売
権
を
持
つ
町
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。

●大町 絹、布、木綿、麻糸、古手(中古
品)類、小間物などを独占販売
●茶町 茶、紙、綿、砂糖、畳表、傘、位
牌、扇子などを独占販売
●米町 上米町と下米町。土崎湊の穀丁の
人たちが移り住み、米を独占販売
●肴町 上肴町と下肴町。土崎湊の肴町が
移ってきた町で、生魚、干魚、塩魚など
を独占販売
●通町 土崎湊と久保田城を結ぶ重要な通
り道という意味の町名。近郊農村から城
下への通路にあたるため、野菜、薪、柴
などの常市が開かれていました。
●鉄砲町 鉄砲鍛冶が住む町。天明四年
(1784)ごろには、あんず、りんご、なし、
栗、青梅など、仙北３郡と河辺郡の川下
げ果物の販売を独占
●鍛冶町 築城に奉仕した土崎の18軒の鍛
冶が土崎から移住し、城下三里四方にお
いて農具などの鍛冶細工を独占
●本町四丁目 絹布、木綿切売の販売権
●本町五丁目 煙草座(たばこ店)の独占権
●本町六丁目 指物師、挽物師の町
●八日町 塩の販売
●馬口労町・向馬口労町 荷物を運搬
する伝馬人足と旅宿の町。毎年馬市
も開かれ馬喰衆で賑わいました　

●亀ノ丁 藩政末期には上亀ノ丁に芝居小屋、寄席場、
料理屋が開かれ、寄席は明治初期まで続きました
●豊嶋町 料理屋の独占
●四十間堀川町 寺町から旭川へ注ぐ「四十間堀」と
呼ばれる水路があり、これに由来した町名
●城町・新城町・酒田町 築城や町割りの作業に協力
するため土崎から移転した人たちがつくった町
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